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っ
て
も
そ
の
経
営
課
題
や
支
援
ニ
ー
ズ

は
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
飲
食

業
の
本
業
支
援
を
行
う
た
め
に
は
、
業

種
や
業
態
ご
と
の
特
性
を
踏
ま
え
た
う

え
で
正
確
な
実
態
把
握
を
行
う
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　

飲
食
業
は
立
地
に
よ
っ
て
も
成
功
モ

デ
ル
が
大
き
く
異
な
る
。
例
え
ば
、
焼

鳥
専
門
店
と
い
う
業
態
を
見
て
も
、
駅

前
や
繁
華
街
と
い
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
が

出
や
す
い
立
地
で
の
成
功
パ
タ
ー
ン

と
、
郊
外
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
な
ど
ア
ル
コ

ー
ル
が
出
に
く
い
立
地
で
の
成
功
パ
タ

ー
ン
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。

　

さ
ら
に
、
市
場
特
性
の
一
つ
と
し
て

利
用
頻
度
が
高
い
業
種
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
消
費
者
の
購
買
経
験
が
増
え
る
ス

ピ
ー
ド
が
速
く
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の

進
行
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
と
い
う
特
徴
が

あ
る
。
ま
た
、
法
規
制
や
資
格
制
度
が

特
段
存
在
せ
ず
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
誰

で
も
市
場
へ
の
参
入
が
可
能
で
あ
る
た

め
、
競
争
も
非
常
に
活
発
だ
。
消
費
者

に
対
し
て
次
か
ら
次
へ
と
新
し
い
提
案

が
出
現
し
て
く
る
た
め
、
業
態
の
陳
腐

化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
こ
と
も
飲
食
業

の
特
徴
の
一
で
あ
る
。

　

本
業
支
援
に
つ
な
が
る
提
案
を
行
う

に
あ
た
っ
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
飲
食

業
な
ら
で
は
の
業
界
特
性
を
理
解
し
た

う
え
で
、
細
や
か
な
実
態
把
握
を
す
る

こ
と
が
大
切
だ
。

常
に
身
近
で
、
大
き
な
市
場
で
あ
る
。

広
義
で
捉
え
ら
れ
る
外
食
産
業
全
体
の

市
場
規
模
は
33
兆
円
を
超
え
る
（
図
表

１
）。
こ
れ
は
人
口
一
人
当
た
り
に
換

算
す
る
と
、
年
間
25
万
円
以
上
の
消
費

金
額
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
人
口
10
万

人
の
町
の
飲
食
業
の
市
場
規
模
は
２
５

０
億
円
に
も
達
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
ん
な
大
き
な
市
場
だ
が
、
市
場
の

担
い
手
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
い
わ
ゆ

る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
様
々
な
専
門
飲
食

店
、
学
校
給
食
、
さ
ら
に
は
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
や
宅
配
デ
リ
バ
リ
ー
・
ケ
ー
タ
リ

ン
グ
に
至
る
ま
で
食
の
提
供
ス
タ
イ
ル

（
専
門
業
種
や
業
態
）
は
多
岐
に
わ
た

る
。
よ
っ
て
、
ひ
と
口
に
飲
食
業
と
い

食
業
」
と
呼
ば
れ
る
業
界
は

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
非

「
飲

飲食業への取引推進はこう行う！集
特

多
種
多
様
な
業
種
・
業
態
が
あ
り

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
進
行
が
速
い

１

飲
食
業
の
市
場
規
模
と
業
界
特
性

　
飲
食
業
界
の
市
場
規
模
や
特
徴
を
み
た
う
え
で
、
最
新
動
向
や
ト

レ
ン
ド
、
よ
く
見
ら
れ
る
経
営
課
題
な
ど
を
解
説
す
る
。

徹
底
分
析
！

飲
食
業
界
の

最
新
動
向
＆
ト
レ
ン
ド
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図表１　外食産業の市場規模

出典：㈱富士経済『外食産業マーケティング便覧2016』より船井総合研究所作成

長
と
と
も
に
右
肩
上
が
り
の
成
長
曲
線

を
描
い
て
き
た
。
そ
し
て
、
１
９
９
１

年
の
バ
ブ
ル
崩
壊
を
き
っ
か
け
に
成
長

角
度
は
鈍
化
し
、
97
年
の
消
費
税
増
税

を
機
に
し
て
斜
陽
期
へ
と
転
換
し
て
い

っ
た
。

　

そ
の
後
市
場
は
安
定
期
と
な
り
、
横

ば
い
の
時
代
が
続
い
た
が
、
２
０
０
８

年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
11
年
の

東
日
本
大
震
災
な
ど
を
き
っ
か
け
と
し

て
一
時
的
に
市
場
は
さ
ら
に
縮
小
し

た
。
現
在
は
持
ち
直
し
、
再
び
横
ば
い

の
安
定
期
と
し
て
推
移
し
て
い
る
（
図

表
２
）。

　

飲
食
業
全
体
の
市
場
動
向
は
こ
の
よ

う
な
流
れ
で
あ
る
が
、
も
う
少
し
細
か

く
業
種
・
業
態
ご
と
に
市
場
の
推
移
を

見
て
い
く
と
、
面
白
い
傾
向
が
見
て
取

れ
る
。
広
義
の
飲
食
業
全
体
は
横
ば
い

な
の
だ
が
、「
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
」
と

「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
市
場
に
つ
い
て
は

大
き
く
伸
び
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
表

３
）。

　

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
と
い
え
ば
、
従
来

は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
代
表
さ
れ
る
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
専
門
店
や
牛
丼
チ
ェ
ー
ン
な

ど
が
市
場
の
代
表
格
だ
っ
た
。
し
か

し
、
近
年
で
は
、
う
ど
ん
専
門
店
や
カ

ツ
丼
専
門
店
、
そ
ば
専
門
店
、
１
０
０

円
回
転
寿
司
店
な
ど
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド

市
場
の
中
で
も
「
専
門
店
化
」
が
進

み
、
業
態
の
多
様
化
と
市
場
規
模
の
伸

張
が
進
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
市
場
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
惣
菜
や
弁
当

の
販
売
の
充
実
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
市

場
が
伸
び
て
き
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
市
場
に
共
通
す
る
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
利
便
性
」
や
「
パ
ー
ソ

ナ
ル
化
」
で
あ
る
。
今
後
、
人
口
減
少

が
国
の
飲
食
業
は
他
の
産
業
と

同
じ
く
、
戦
後
の
高
度
経
済
成

わ フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
と

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
市
場
は
成
長
が
続
く

２

飲
食
業
の
市
場
動
向
と
成
長
業
態

外食産業全体
33兆2,806億円

中食産業
8兆3,517億円(25.1%)

狭義の外食産業
24兆9,289億円(74.9%)

料飲主体部門
6兆9,658億円(20.9%)

ホームデリバリー・ケータリング
1兆1,893億円(3.6%)

テイクアウト
7兆1,624億円(21.5%)

料飲店
5兆5,423億円(16.7%)

喫茶
1兆4,235億円(4.3%)

給食
3兆9,219億円(11.8%)

レジャー施設
9,810億円(2.9%)

交通機関
1,025億円(0.3%)

宿泊宴会場
3兆7,946億円(11.4%)

エスニック料理
1,356億円(0.4%)

東洋料理
1兆2,515億円(3.8%)

日本料理
2兆6,213億円(7.9%)

西洋料理
7,824億円(2.4%)

ファミリーレストラン
1兆3,267億円(4.0%)

ファストフード
3兆0,458億円(9.2%)

営業給食
14兆0,413億円(42.2%)

集団給食
3兆9,219億円(11.8%)

給食主体部門
17兆9,632億円(54.0%)

専門飲食店
9兆1,633億円(27.5%)

プレミアムハンバーガー
72億円(0.2%)

とんかつ・かつ丼
444億円(1.4%)

ポップコーン
32億円(0.1%)

ハンバーガー
5,968億円(19.6%)

牛丼
3,684億円(12.1%)

回転ずし
6,043億円(19.8%)

その他
1兆4,215億円(46.7%)

※ファストフードの各メニュー
業態の割合は、ファスト
フード内でのシェア率を示す。


